


27IHI 技報　Vol.58  No.1 ( 2018 )

��ɹߏ����֓��ཁ

ୈ





29IHI 技報　Vol.58  No.1 ( 2018 )

わなかったが，付着作用はごく早期に喪失すること着目す
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モデルの対称面にはその法線方向の並進を拘束した．ま
た，支点部は試験と同様に Z 方向の並進を拘束した．



31IHI 技報　Vol.58  No.1 ( 2018 )

のずれ（すき間の発生）を抑制するようなずれ止め
機構が存在しないことによるものと考える．また，
このことから合成効果は端部にある継手板の拘束に
よるところが大きいと思われる．
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今回実施した載荷試験および FEM 解析によって合成セ
グメントの設計手法と解析的評価の基礎を確立することが
できた．今後は，本セグメントの特長である高剛性，高止
水性および耐震性（高変形性）などによって，多様化す

るシールドトンネルの用途に対応して社会の発展に貢献し
ていく所存である．
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